
検察庁とは? 
 

法務省発、ちょっと耳よりな情報です。 

 

「司法制度改革タウンミーティング 
イン 高松」が開催されます。 

　昨年12月18日、南野法務大臣と司法

制度改革推進本部顧問会議座長の佐藤

幸治氏、弁護士住田裕子氏が司法制度

改革について国民と対話する「司法制度

改革タウンミーティング」が、東京都千代

田区丸の内「丸の内ＭＹ ＰＬＡＺＡホール」

で開催されました。 

　本月15日、同内容のタウンミーティング

が高松で開催されますので、多くの皆さま

の御参加をお待ちしております（事前予

約制）。 

日　　時：平成17年1月15日（土） 

　　　　　13：30から（2時間予定） 

場　　所：香川県高松市 

　　　　「かがわ国際会議場」 

概　　要：法務大臣、司法制度改革推進

本部顧問会議座長 佐藤幸治氏、

弁護士 住田裕子氏が、司法制

度改革について国民と対話し

ます。 

　　　　※申し込み方法等の詳細は、法

務省ホームページを御覧ください。 

漫画家のやなせたかし氏が「特別子どもの人
権専門委員」に委嘱されました。 
～人権イメージキャラクターのイメージソング誕生！～ 

　昨年11月26日、吉戒人権擁護局長から、漫画家の

やなせたかし氏に「特別子どもの人権専門委員」の

委嘱状が手渡され、その後、やなせたかし氏作詞・作

曲による法務省の人権イメージキャラクター「人KEN

まもる君」と「人KENあゆみちゃん」のイメージソン

グ「世界をしあわせに」の完成披露が行われました。 

　イメージソングは、法務省のホームページで聴くこ

とができます。 

第24回全国中学生人権作文コンテストの
結果について 

　昨年12月4日、人権擁護局と全国人権擁護委員連

合会は、第24回全国中学生人権作文コンテストの表

彰を行いました。今年度は、5,762校の中学校から

755,390編の応募がありました。同コンテストの概要や、

今年度の入賞作品の一部を、法務省のホームペー

ジに掲載しています。 

 

　次のような仕事をすることになります。 

①公判に出席する 

裁判員に選ばれたら、裁判官と一緒に，刑事事件の審理（公判といいます。）に出席し

ます。公判はできる限り連続して開かれます。 

公判では、証拠として提出された物や書類を取り調べるほか、証人や被告人に対する

質問が行われます。裁判員から、証人等に質問することもできます。 

② 評議、評決をする 

証拠をすべて調べたのち、事実を認定し、被告人が有罪か無罪か、有罪だとしたらどん

な刑にするべきかを、裁判官と一緒に議論し（評議）、決定する（評決）ことになります。 

議論を尽くしても、全員一致の結論が得られない場合、評決は、多数決により行われ

ます。ただし、その多数意見には、裁判官、裁判員のそれぞれ１人以上の賛成が必要

とされています。 

有罪か無罪か、有罪の場合どのような刑にするかについての裁判員の意見は、裁判

官と同じ扱いになります。 

③ 判決宣告 

評決内容が決まると、法廷で裁判長が判決の宣告をします。 

裁判員としての仕事は、判決の宣告により終了します。 

裁判員に選ばれたら、どのようなことをするのですか。 
 

裁判は時間がかかるのではないのですか。 
 　実際の審理日数は、それぞれの事件の内容などにより異なりますので、一概には言え

ませんが、多くは数日間で終わるのではないかと見込まれています。 

　国民のみなさんの負担をできるだけ軽くするような運用に努めていきた

いと思います。 

裁判員制度 
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ここでは、検察庁についてここでは、検察庁について 
紹介します紹介します 

検察庁とは? 
 
検察庁とは? 
 
検察庁とは? 
 ここでは、検察庁について 
紹介します 

   　
犯
罪
が
起
こ
る
と
、
通
常
、
ま
ず
、

警
察
が
犯
人
の
逮
捕
や
取
調
べ
、
証

拠
の
収
集
な
ど
の
捜
査
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
そ
の
事
件
捜
査
の
記
録
や

証
拠
品
を
検
察
庁
に
送
り
ま
す
。
 

　
検
察
官
は
、
自
ら
も
犯
人
の
取
調

べ
な
ど
の
捜
査
を
行
い
、
起
訴
す
る

か
不
起
訴
に
す
る
か
と
い
う
処
分
を

決
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
起
訴
し
た

事
件
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
公
判

に
立
ち
会
い
、
証
拠
を
提
出
す
る
な

ど
立
証
活
動
を
行
い
、
ま
た
論
告
や

求
刑
も
行
い
ま
す
。
有
罪
判
決
が
言

い
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
刑
の
執
行

を
指
揮
す
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
 

 　
検
察
庁
は
、
最
高
検
察
庁
・
高
等

検
察
庁
・
地
方
検
察
庁
・
区
検
察
庁

の
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

　
最
高
検
察
庁
は
東
京
だ
け
に
あ
り
、

全
国
で
1
庁
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
高

等
検
察
庁
は
、
東
京
、
大
阪
、
名
古

屋
、
広
島
、
福
岡
、
仙
台
、
札
幌
、

高
松
に
あ
り
、
8
庁
あ
り
ま
す
。
地

方
検
察
庁
は
県
庁
所
在
地
な
ど
に
あ

り
、
全
国
で
50
庁
、

区
検
察
庁
は
、
地
方

の
主
要
都
市
な
ど
に

あ
り
、
4
3
8
庁
あ

り
ま
す
。
そ
の
合
計

は
4
9
7
庁
に
な
り
、

そ
の
ほ
か
、
高
等
検

察
庁
の
支
部
が
6
庁
、

地
方
検
察
庁
の
支
部

が
2
0
3
庁
あ
り
ま
す
。
 

   　
検
察
庁
で
は
、
検

察
官
・
検
察
事
務
官

な
ど
が
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
 

　
検
察
官
は
、
犯
罪

を
捜
査
し
、
刑
事
事

件
の
起
訴
・
不
起
訴
を
決
め
、
公
判

に
立
ち
会
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
検
察
事
務
官
は
、
事
件
に

関
係
す
る
場
所
の
捜
索
差
押
え
、
犯

人
の
逮
捕
な
ど
の
捜
査
を
行
い
、
検

察
官
を
補
助
す
る
仕
事
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
 

  　
検
察
官
に
は
、
検
事
と
副
検

事
が
い
ま
す
。
 

　
検
事
に
は
、
司
法
試
験
に
合

格
し
、
司
法
研
修
所
及
び
裁
判

所
・
検
察
庁
・
弁
護
士
会
に
お

い
て
1
年
6
か
月
間
の
司
法
修

習
を
受
け
、
司
法
研
修
所
を
卒

業
し
た
者
が
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
は
、

新
た
な
司
法
試
験
制
度
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
法
科
大

学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
課
程

の
修
了
者
が
新
司
法
試
験
に

合
格
し
、
1
年
間
の
司
法
修

習
を
終
え
た
者
も
、
検
事
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
副
検
事
に
は
、
検
察
事
務
官
な
ど

の
一
定
の
公
務
員
と
し
て
一
定
期
間

仕
事
を
し
た
者
が
、
副
検
事
に
な
る

た
め
の
特
別
な
試
験
に
合
格
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
検
察
事
務
官
に
は
、
国
家
公
務

員
試
験
の
Ⅱ
種
試
験
又
は
Ⅲ
種
試

験
に
合
格
し
た
者
が
、
各
地
方
検

察
庁
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

  　
犯
罪
捜
査
と
い
う
と
警
察
だ
け
が

行
う
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

特
に
政
治
家
の
汚
職
、
企
業
犯
罪
、

多
額
の
脱
税
事
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、

検
察
庁
で
最
初
か
ら
捜
査
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
件

捜
査
を
行
う
た
め
に
置
か
れ
て
い
る

の
が
特
捜
部
（
特
別
捜
査
部
）
で
す
。
 

　
特
捜
部
は
、
東
京
、
大
阪
、
名
古

屋
の
地
方
検
察
庁
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
特
捜
部
が
あ
る
庁
以
外
の
検
察

庁
で
も
必
要
に
応
じ
て
独
自
捜
査
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
 

  

検
察
庁
っ
て
何
を
す
る
と
こ
ろ
？
　
 

警
察
と
は
何
が
違
う
の
？
 

 

検
察
官
や
検
察
事
務
官
に
な
る
 

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
 

 

テ
レ
ビ
で
よ
く
聞
く「
特
捜
部
」っ
て
 

何
を
し
て
い
る
の
？
 

 

検
察
庁
は
ど
こ
に
あ
る
の
？
 

検
察
庁
で
は
 

ど
ん
な
人
が
 

働
い
て
い
る
の
？
 

 

刑事事件の流れ（概要） 

裁
判
 確

　
定
 

 

その他 

 

青色塗りつぶしについては、検察が行っていること 

捜
査
 （

起
訴
）
 

裁
判
に
か
け
る
 

 

（
不
起
訴
）
 

裁
判
に
か
け
な
い
 

 

事
件
送
致
等
 

警
察
等
捜
査
機
関
か
ら
の
 

 

投
書
等
 

告
訴
・
告
発
 

 

事
件
受
理
（
捜
査
記
録
・
証
拠
品
を
受
け
る
な
ど
）
 

被
疑
者
の
取
調
べ
・
独
自
捜
査
等
 

 

立
証
・
求
刑
等
 

懲
役
な
ど
（
自
由
刑
）
 

  

（
刑
務
所
）
 

実
刑
 

 

（
財
産
刑
）
 

罰
金
な
ど
 

 
徴
収
 

 

執
行
猶
予
 

  

証拠品・記録の保管など 
 

犯罪や非行をした人の保護観察や犯罪予防活動などを内容とする   
更生保護制度ができてから55周年を迎えました。 

この記念すべき年に開催された式典の模様を紹介します。 

法務省だより 法務省大臣官房  
秘書課広報室 

●法務省の詳しい情報は下記のホームページをご覧ください。 

■1月号目次 
［2面］人身取引は許さない! 
［3面］平成16年版犯罪白書ができました。 
［4面］検察庁とは? 
　　  裁判員制度Q&A

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
平
成

１６
年
９
月
１５
日
、
明
治
神
宮
会
館
に

お
い
て
、
常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
の
御

臨
席
を
仰
ぎ
「
更
生
保
護
制
度
施
行

５５
周
年
記
念
全
国
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
保
護
観
察
や
犯
罪
予
防
等
の
更
生

保
護
諸
活
動
は
、
国
の
機
関
だ
け
で

十
分
な
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
は
困
難

で
す
。
そ
こ
で
、
保
護
司
な
ど
の
更

生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る

様
々
な
方
々
に
、
こ
の
活
動
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
近
年
、

犯
罪
・
非
行
の
内
容
や
原
因
が
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
る
中
、
更
生
保
護
が

担
う
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

更
生
保
護
制
度
施
行
後
５５
年
目
と
な

る
こ
の
機
会
に
、
全
国
の
更
生
保
護

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
今
後
の
充

実
と
発
展
を
願
い
、
今
回
の
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
午
前
中
に
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、

保
護
司
や
更
生
保
護
施
設
、
更
生
保

護
女
性
会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
者
か
ら
、
現
在
の
問
題
点
と

今
後
の
活
動
に
向
け
た
意
見
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
聖
路
加
国
際
病
院

理
事
長
で
あ
る
日
野
原
重
明
氏
の
記

念
講
演
の
後
、
常
陸
宮
同
妃
両
殿
下

の
御
臨
席
を
仰
い
で
、
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
粕
谷
全
国
保
護
司

連
盟
会
長
の
式
辞
の
後
、
常
陸
宮
殿

下
か
ら
お
こ
と
ば
を
賜
り
、
来
賓
を
代

表
し
て
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
（
代
読
）

ら
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
法
務
大
臣
は
、
９
月
２７
日
の
内

閣
改
造
で
野
沢
大
臣
か
ら
南
野
知

惠
子
（
の
お
の
　
ち
え
こ
）
大
臣

に
替
わ
り
ま
し
た
。
南
野
大
臣
っ

て
、
ど
ん
な
人
で
し
ょ
う
。 

　
さ
そ
り
座
の
Ａ
型
、
昭
和
１０
年

に
満
州
で
生
ま
れ
、
鹿
児
島
で
青

春
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
好
き

な
言
葉
は
、
鹿
児
島
の
有
名
な
わ

ら
べ
歌
の
一
節
、
「
泣
こ
よ
っ
か
、

ひ
っ
飛
べ
」
で
す
。 

　
こ
れ
は
、
困
っ
た
と
き
は
、
恐

れ
ず
に
思
い
き
っ
て
決
断
し
、
や

っ
て
み
ろ
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。 

　
人
の
命
に
深
く
か
か
わ
る
助
産

師
・
看
護
師
と
い
う
仕
事
に
長
年

従
事
し
た
後
、
平
成
４
年
に
参
議

院
議
員
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、

政
界
で
活
躍
さ
れ
、

法
務
大
臣
就
任
前
は
、
労

働
政
務
次
官
や
厚
生
労
働

副
大
臣
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。 

　
大
臣
就
任
に
当
た
っ
て

の
抱
負
。
「
世
界
一
安
全

な
国
、
日
本
の
復
活
。
行

刑
改
革
と
民
間
活
力
の
導
入
を
図

り
な
が
ら
の
行
刑
施
設
の
充
実
。

司
法
制
度
改
革
の
本
旨
に
従
っ
た

運
用
。
適
正
な
在
留
許
可
と
難
民

認
定
の
運
用
。
こ
れ
ら
四
つ
の
課

題
の
実
現
の
た
め
に
努
力
し
、
汗

を
か
き
た
い
で
す
ね
。
」 

　
ど
ん
な
困
難
に
も
、
笑
顔
で
明

る
く
、
そ
し
て
勇
敢
に
立
ち
向
か

う
こ
と
を
信
条
と
さ
れ
て
い
る
南

野
大
臣
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
！ 

　
内
閣
改
造
に
当
た
っ
て
は
、
副

大
臣
、
大
臣
政
務
官
の
交
替
も
あ

り
、
衆
議
院
議
員
の
滝
実
（
た
き

　
ま
こ
と
）
氏
が
新
副
大
臣
に
、

同
じ
く
富
田
茂
之
（
と
み
た
　
し

げ
ゆ
き
）
氏
が
新
大
臣
政
務
官
に

就
任
し
ま
し
た
。 

　
７
月
１
日
の

更
生
保
護
の
日

に
は
、
東
京
銀

座
の
数
寄
屋
橋

公
園
で
中
野
法

務
大
臣
政
務
官

（
当
時
）
ら
が

参
加
し
て
の
街

頭
広
報
活
動
を

行
い
、
道
行
く

人
に
広
報
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
て
、

理
解
と
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
 

　
７
月
３１
日
に
は
東
京
藝
術

大
学
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
パ
エ
リ
ア
鍋
」

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
は
、「
匠

（
た
く
み
）」
で
あ
る
宮
田

亮
平
教
授
（
東
京
藝
術
大

学
副
学
長
）
を
始
め
と
す
る

研
究
室
の
方
々
か
ら
指
導

を
受
け
て
、
熱
心
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
結
果
は
写
真

の
と
お
り
、
す
ば
ら
し
い
鍋

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“は
今
回
で
５

は
今
回
で
５４
回
目
を

４
回
目
を 

迎
え
ま
し
た
。
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を
犯
し
た

迎
え
ま
し
た
。
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を
犯
し
た 

人
々
の
更
生
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が

人
々
の
更
生
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が 

得
ら
れ
る
よ
う
、
今
回
も
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、

得
ら
れ
る
よ
う
、
今
回
も
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、 

全
国
各
地
で
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“は
今
回
で
５４
回
目
を 

迎
え
ま
し
た
。
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を
犯
し
た 

人
々
の
更
生
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が 

得
ら
れ
る
よ
う
、
今
回
も
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、 

全
国
各
地
で
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 



人身取引は許さない!平成16年版犯罪白書ができました。 

刑務所と拘置所、少年院と少年鑑別所は 
どこが違うの？ 

そういった施設は全国に 
どのくらいあるの？ 

刑務所などを 
見学することはできるの？ 

？？今回の質問は？？ 

「矯正施設」 
 について 

　刑務所では、主として、裁判で実刑を言い渡された受刑
者の刑を執行するとともに、その改善更生・社会復帰のた
めの処遇を行っています。拘置所は、まだ刑事裁判の結果が

決まらない被疑者や被告人を主として収容する施設です。 
　少年院は、家庭裁判所で「少年院送致」の決定を受けた少年の
改善更生のために、生活指導や職業補導などの矯正教育を行う施
設です。少年鑑別所では、主として家庭裁判所から「観護措置」
の決定があった少年を収容し、調査・診断により処遇の方針を立
てる仕事をしています。 

 

　多くの刑務所や拘置所では、近くの住民の方々などを対
象に、施設見学会を開催しています。施設ごとの開催にな
りますので、詳しくは各刑務所等にお問い合わせください。 
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■戦後における犯罪情勢及び既決収容状況の推移（昭和21年～平成15年） 

注1　警察庁の統計及び矯正局の資料による。 
　2　一般刑法犯認知件数、一般刑法犯発生率及び既決年末収容人員は、昭和48年を100とする指数である。 

一般刑法犯発生率（指数） 
一般刑法犯検挙率  

一般刑法犯認知件数（指数） 
既決年末収容人員（指数） 
 

21昭和 25 30 35 40 45 50 55 60 平成 
元年 

5 10 15

昭和 

48 
年 

（%） 

23.223.2

157.7157.7

200.4

234.4234.4

200.4

注　法務省保護局の資料による。 

■保護司の平均年齢の推移 
　（昭和28年～平成16年） 
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28 33 37 46 50 55 60 2 7 10 16昭和 平成 

63.3

平
成
平
成
16
年
版
犯
罪
白
書
が

年
版
犯
罪
白
書
が 

で
き
で
き
ま
し
た
。

ま
し
た
。 

平
成
16
年
版
犯
罪
白
書
が 

で
き
ま
し
た
。 

犯
罪
白
書
っ
て
何
？ 

　
犯
罪
白
書
は
、
法
務
総
合
研
究
所
が
、

刑
事
政
策
に
関
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
、

昭
和
35
年
以
来
、
毎
年
作
成
・
発
刊

し
て
い
る
も
の
で
す
。
　
　 

　
こ
れ
ま
で
の
継
続
性
を
重
視
し
た

基
本
的
な
部
分
と
、
毎
年
、
独
自
の

視
点
か
ら
テ
ー
マ
を
組
む
特
集
部
分

と
の
２
本
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
犯
罪
白
書
の
特
徴
は
？ 

　
昭
和
55
年
以
来
24
年
ぶ
り
に
、
「
犯

罪
者
の
処
遇
」
を
特
集
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

写
真
や
コ
ラ
ム
を
た
く
さ
ん

盛
り
込
み
、
よ
り
親
し
み
や

す
い
内
容
に
な
り
ま
し
た
。 

犯
罪
の
動
向
は
？ 

　刑
法
犯
の
概
況 

　
平
成
15
年
に
警
察
が
認
知

し
た
刑
法
犯
の
件
数
は
約

3
6
5
万
件
、
う
ち
一
般
刑
法
犯
（
交

通
事
故
に
よ
る
過
失
事
件
を
除
い
た

も
の
で
す
。
）
は
約
2
7
9
万
件
で

し
た
。
い
ず
れ
も
９
年
ぶ
り
に
減
少

し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
高
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。 

　
検
挙
人
員
は
５
年
連
続
で
戦
後
最
多

を
更
新
し
ま
し
た
。
検
挙
率
は
近
年
低

下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年
連
続

で
や
や
回
復
し
、
41.
3
％
（
一
般
刑

法
犯
は
23.
2
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　外
国
人
犯
罪 

　
外
国
人
犯
罪
の
増
加
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
15
年
に
お
け
る
来

日
外
国
人
（
定
着
居
住
者
等
を
除
い

た
外
国
人
）
に
よ
る
一
般
刑
法
犯
の

検
挙
件
数
・
検
挙
人
員
は
、
共
に
昭

和
55
年
以
降
最
多
で
し
た
。 

　
少
年
非
行 

　
平
成
15
年
の
少
年
の
一
般
刑
法
犯

検
挙
人
員
は
、
約
16
万
６
千
人
（
前

年
比
2.3
％
増
）
で
し
た
。 

「
犯
罪
者
の
処
遇
」
っ
て
何
？ 

　
刑
の
執
行
を
通
じ
て
犯
罪
者
の
改

善
更
生
・
社
会
復
帰
を
図
る
こ
と
や
、

保
護
観
察
を
行
う
こ
と
な
ど
を
「
犯

罪
者
の
処
遇
」
と
言
い
ま
す
。 

　
犯
罪
者
を
捕
ら
え
て
有
罪
と
す
る

だ
け
で
な
く
、
引
き
続
き
、
改
善
更
生
・

社
会
復
帰
の
た
め
の
処
遇
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
再
犯
を
減
少
さ
せ
、
治

安
を
守
る
こ
と
も
刑
事
司
法
の
重
要

な
役
割
で
す
。 

　
治
安
対
策
が
社
会
の
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
年

の
犯
罪
白
書
で
は
、
処
遇
の
か
な
め

と
も
い
え
る
成
人
犯
罪
者
の
矯
正
と

更
生
保
護
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
現

状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

矯
正
で
は
何
が
問
題
な
の
？ 

　
全
国
の
刑
務
所
で
は
、
実
際
の

収
容
人
員
が
収
容
定
員
を
上
回
る
「
過

剰
収
容
」
が
深
刻
で
す
。
平
成
15

年
年
末
の
既
決
の
収
容
人
員
は
43

年
ぶ
り
に
6
万
人
を
超
え
、
既
決

の
収
容
率
は
116.
6
％
と
統
計
上
把

握
し
得
る
限
り
で
過
去
最
高
で
す
。 

　
施
設
別
に
み
る
と
、

全
国
の
刑
務
所
、
刑

務
支
所
及
び
少
年
刑

務
所
72
施
設
の
う
ち

29
施
設
で
、
収
容
率

が
120
％
を
超
え
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
受
刑
者
、

外
国
人
受
刑
者
、
覚

せ
い
剤
受
刑
者
の
増

加
な
ど
の
質
的
変
化

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。 

更
生
保
護
で
は
何

が
問
題
な
の
？ 

　
刑
務
所
か
ら
仮
釈
放
さ
れ
た
人
た

ち
な
ど
保
護
観
察
対
象
者
に
は
、
処

遇
上
の
難
し
い
課
題
を
持
つ
人
た
ち

の
増
加
等
、
質
量
両
面
の
問
題
が
み

ら
れ
ま
す
。 

　
保
護
観
察
処
遇
の
担
い
手
に
つ
い

て
見
る
と
、
保
護
司
さ
ん
の
高
齢
化

が
進
み
、
保
護
司
さ
ん
に
な
っ
て
い

た
だ
く
方
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
な
お
、
更
生
保
護
施

設
に
お
い
て
は
、
処
遇
施
設
と
し
て

の
機
能
の
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
求
め
ら
れ
る
処
遇
と
は
？ 

　
我
が
国
の
社
会
は
、
か
つ
て
の
「
平

穏
な
時
代
」
と
は
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
の
「
犯
罪
多
発
社
会
」
に
お
い

て
は
、
か
つ
て
家
庭
や
地
域
が
担
っ

て
い
た
犯
罪
抑
止
機
能
を
補
う
も
の

と
し
て
、
「
治
安
再
生
に
役
立
つ
犯

罪
者
の
処
遇
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
処
遇
が
十
分
な
成
果
を
上

げ
る
た
め
に
は
国
民
の
支
持
と
理
解

が
不
可
欠
で
あ
り
、
「
国
民
に
開
か

れ
た
犯
罪
者
の
処
遇
」
を
実
現
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。 

　
最
後
に
、
よ
り
積
極
的
か
つ
効
果

的
な
処
遇
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
「
人
的
・
物
的
な
基

盤
整
備
」
も
必
要
で
す
。
基
盤
整
備

の
た
め
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
最
終
的
に
国
民
の
利
益
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
３
点
を
、
ほ
か
の
様
々

な
取
組
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
「
世
界
一
安
全
な
国
、
日
本
」

が
復
活
す
る
た
め
の
大
き
な
力
と
な

る
は
ず
で
す
。 

 

　全国に、刑務所67庁、
拘置所7庁、少年院52庁、
少年鑑別所52庁が置かれて

います。このほか、刑務支所（5
庁）や拘置支所（110庁）なども
あります。 

●刑務作業開始前の風景 

●改善更生・社会復帰のための処遇（職業訓練）の風景 

（歳） 

入
国
管
理
局
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

　
人
身
取
引
は
、
「
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ

ン
グ
」
と
も
い
わ
れ
、
人
に
売
春
を

さ
せ
て
そ
の
お
金
を
巻
き
上
げ
た
り
、

無
理
矢
理
働
か
せ
た
り
す
る
た
め
に
、

暴
力
や
脅
迫
を
使
っ
た
り
、
う
そ
を

つ
い
て
騙
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
を
採
用
し
た
り
運
搬
し
た
り
す
る

な
ど
の
国
境
を
越
え
た
犯
罪
を
い
い

ま
す
。 

　
例
え
ば
、
日
本
の
ス
ー
パ
ー
で
働

く
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
た

の
に
、
日
本
に
来
て
み
る
と
監
禁
さ

れ
て
売
春
さ
せ
ら
れ
た
り
、
あ
る
い

は
「
手
数
料
」
と
し
て
何
百
万
円
も

の
「
費
用
」
を
請
求
さ
れ
、
そ
れ
を

返
済
す
る
ま
で
無
理
矢
理
働
か
さ
れ

て
給
料
も
全
く
払
っ
て
も
ら
え
な
い
、

と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

入
国
管
理
局
が
1
か
月
間
の
期
間
を

設
定
し
、
在
留
期
限
が
切
れ
て
し
ま

っ
た
「
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
」
の
よ
う
な

違
反
状
態
の
外
国
人
3
5
1
7
人
に
つ

い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
約
1.5
パ
ー
セ
ン
ト
の
53
人
が
人

身
取
引
の
被
害
者
と
思
わ
れ
る
、
と

い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
違
反
状
態

で
は
な
い
そ
の
他
の
人
も
含
め
る
と
、

こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
っ
て
い
る
外

国
人
は
決
し
て
少
な
く
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
人
身
取
引
は
大
変
深

刻
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
世

界
的
に
も
多
く
の
国
が
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
日
本
も
、
で
き
る
だ

け
早
く
「
国
連
国
際
組
織
犯
罪
防

止
条
約
」
の
「
人
身
取
引
議
定
書
」

を
批
准
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

　
こ
の
よ
う
な
人
身
取
引
の
被
害
者
は
、

偽
造
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
使
っ
て
入
国

さ
せ
ら
れ
た
り
、
在
留
期
限
の
延
長

も
で
き
ず
に
「
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
」

に
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
多
い
の
が
実
状
で
す
。
そ
こ
で
、

入
国
管
理
局
で
は
、
そ
の
よ
う
に
被

害
者
が
強
制
送
還
の
対
象
者
で
あ
る

場
合
で
も
、
で
き
る
限
り
保
護
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
一
日
も
早
く
家
に
帰
れ
る
よ
う
に

し
ま
す 

　
被
害
者
が
「
早
く
自
分
の
国
に
帰

り
た
い
。
」
と
言
っ
て
入
国
管
理
局

に
申
し
出
て
き
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

そ
の
人
が
た
と
え
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ

の
よ
う
な
違
反
し
て
い
る
人
で
あ
っ

て
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
出
国
で
き

る
よ
う
特
別
の
配
慮
を
し
ま
す
。  

 

②
被
害
者
は
拘
束
し
な
い
よ
う
に
し

ま
す 

　
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
の
よ
う
に
違
反

し
て
い
る
人
は
、
法
律
上
、
強
制
送

還
の
対
象
で
す
の
で
、
入
国
管
理
局

は
そ
の
人
を
捕
ま
え
て
取
調
べ
を
し

た
り
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
被
害

者
の
場
合
は
で
き
る
だ
け
身
柄
を
拘

束
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

③
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
在
留
を
特
別
に

許
可
し
ま
す 

　
入
国
管
理
局
は
、
被
害
者
に
限
ら
ず
、

オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
の
よ
う
に
違
反
し

て
い
る
人
を
す
べ
て
強
制
送
還
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
つ
一
つ
の

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
十
分
に
話
を
聞
き
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
総
合
的
に
考
慮

し
て
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
特
別
の

許
可
を
出
し
て
日
本
に
正
式
に
い
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
人
身
取
引
の
被
害
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
人
が
違
反
と
な
っ
た
事

情
や
健
康
状
態
、
あ
る
い
は
、
そ
の

人
の
重
要
な
証
言
が
、
人
身
取
引
を

し
た
悪
い
人
た
ち
を
捕
ま
え
る
こ
と

な
ど
に
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

   

　
法
務
省
入
国
管
理
局
は
、
関
係
機

関
や
、
こ
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
皆
さ
ん
と
も
協

力
し
な
が
ら
、
人
身
取
引
の
防
止
に

今
後
益
々
積
極
的
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

人
身
取
引（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
） 

と
は
？ 

 

皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す 

 

被
害
者
の
保
護
は
？ 

 

人
身
取
引
は
許
さ
な
い
 ！ 

人
身
取
引
は
許
さ
な
い
 ！ 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

人 
顔 
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債
権
回
収
検
査
官 

山
岡
光
さ
ん
（
46
歳
）　 

法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
審
査
監
督
課 

統
括
債
権
回
収
検
査
官
　 

このコーナーでは、法務省の

仕事に携わる人たちを毎号一

人ずつ紹介していきます。 

今回ご紹介するのは、統括債

権回収検査官の山岡光さんです。 

 

◆
債
権
回
収
検
査
官
っ
て
ど
ん
な
人
？ 

 

債
権
回
収
検
査
官
は
、
法
務
省
の
大

臣
官
房
司
法
法
制
部
審
査
監
督
課
に
所

属
し
、
債
権
回
収
会
社
に
対
す
る
立
入

検
査
な
ど
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
る
人

の
こ
と
で
す
。 

◆
債
権
回
収
会
社
っ
て
な
に
？ 

　
例
え
ば
、
あ
る
会
社
が
銀
行
か
ら
お

金
を
借
り
た
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
会
社
の
経
営
状
態
が
悪
く
な
っ

て
そ
の
お
金
が
返
せ
な
く
な
り
、
貸
し

た
銀
行
と
し
て
も
困
っ
た
状
態
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、

銀
行
か
ら
委
託
を
受
け
る
な
ど
し
て
、

銀
行
の
代
わ
り
に
そ
の
お
金
を
回
収
す

る
会
社
が
「
債
権
回
収
会
社
」（
通
称
「
サ

ー
ビ
サ
ー
」
）
で
す
。 

◆
会
社
が
借
金
の
取
立
て
を
し
て
い
い
の
？ 

　
従
来
は
、
債
権
回
収
を
業
と
し
て
行

え
る
の
は
弁
護
士

に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、「
債
権
管

理
回
収
業
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」

（
通
称
「
サ
ー
ビ
サ

ー
法
」
）
と
い
う

法
律
が
で
き
て
、

法
務
大
臣
の
許
可

を
受
け
れ
ば
、
民

間
会
社
で
も
そ
れ

が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。 

「
債
権
回
収
」
と

言
え
ば
、
暴
力
団
や
ヤ
ミ
金
融
業
者
に

よ
る
過
酷
な
取
立
て
を
連
想
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
団
体
な

ど
が
サ
ー
ビ
サ
ー
に
な
れ
な
い
よ
う
に

厳
し
い
運
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
債
権
回
収
検
査
官
は
何
を
す
る
の
？ 

　
債
権
回
収
検
査
官
は
、
サ
ー
ビ
サ
ー

の
本
社
の
ほ
か
、
支
店
や
営
業
所
な
ど

に
立
ち
入
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
帳
簿
や

契
約
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
何
日
も
か

け
て
調
査
を
し
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員

は
も
ち
ろ
ん
、
取
締
役
な
ど
の
重
役
に

対
し
て
も
質
問
調
査
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
立
入
検
査
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、

お
金
を
借
り
た
会
社
や
保
証
人
な
ど
か

ら
事
情
を
聞

い
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結

果
を
踏
ま
え

て
「
立
入
検

査
結
果
通
知

書
」
を
交
付

し
ま
す
。
サ
ー
ビ
サ
ー
に
問
題
が
あ
る

場
合
に
は
、
こ
の
通
知
書
で
問
題
点
を

指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
改
善
に
つ

い
て
報
告
を
求
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
債
権
回
収
検
査
官
は
、
サ
ー
ビ

サ
ー
が
サ
ー
ビ
サ
ー
法
な
ど
の
法
律
に

違
反
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
指
導
・

監
督
し
て
い
る
の
で
す
。 

◆
犯
罪
の
捜
査
官
み
た
い
だ
け
ど
？ 

　
債
権
回
収
検
査
官
が
行
う
立
入
検

査
は
、
あ
く
ま
で
も
サ
ー
ビ
サ
ー
の

業
務
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
も
の

で
あ
っ
て
、
犯

罪
捜
査
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
サ
ー
ビ

サ
ー
が
債
権
を

回
収
す
る
過
程
で
、

暴
力
団
な
ど
が

関
与
し
て
い
な

い
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
常

に
目
を
光
ら
せ

て
い
ま
す
。 

◆
債
権
回
収
検

査
官
の
や
り
が
い
っ
て
、
な
に
？ 

　
平
成
16
年
12
月
現
在
、
法
務
大
臣
が

許
可
し
た
サ
ー
ビ
サ
ー
は
90
社
を
超
え

る
勢
い
で
す
。
こ
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
サ

ー
が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
検
査

の
仕
事
を
担
当
す
る
債
権
回
収
検
査
官

と
し
て
は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
が
、

限
ら
れ
た
人
員
な
が
ら
し
っ
か
り
と
厳

格
な
立
入
検
査
を
行
い
、
サ
ー
ビ
サ
ー

の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
実
感
で
き
た
と
き
は
、
大
き
な

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。 

◆
今
後
の
抱
負
は
？ 

　
金
融
の
分
野
で
は
、
次
々
と
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
の
方
法
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
遅
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
自
己
研
さ
ん
を
重
ね
て
、
債

権
回
収
検
査
官
全
体
の
水
準
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◆
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
最
近
は
、
様
々
な
手
口
に
よ
る
架
空

請
求
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
サ
ー
ビ
サ
ー
の
名
を
か
た
る
も
の
も

多
数
見
受
け
ら
れ
、
私
た
ち
の
部
署
に

寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
電
話
も
増
加
の
一

途
で
す
。
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
十
分

に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
な
お
、
当
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

法
務
大
臣
が
許
可
し
た
サ
ー
ビ
サ
ー
の

一
覧
表
の
ほ
か
、
サ
ー
ビ
サ
ー
に
似
た

名
前
で
架
空
請
求
さ
れ
た
場
合
の
対
処

の
仕
方
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

    

 
●検査に向う検査官たち 


